
〜
復
興
の
先
を
見
す
え
た

　
明
日
へ
の
一
歩
予
算
〜

　
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
は
、
大

震
災
津
波
か
ら
の
復
興
と
台
風
10
号

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
優
先
的

に
取
り
組
む
と
共
に
、「
ふ
る
さ
と
振

興
」
を
着
実
に
推
進
す
る
予
算
と
し

て
、
９
，
５
３
３
億
円
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
５
日
〜

３
月
15
日
の
予

算
特
別
委
員
会

の
質
疑
で
は
、

サ
ケ
の
不
漁
に

対
し
て
稚
魚
放

流
事
業
の
疑
問

や
、
平
成
31
年

度
に
計
画
し
て

い
る（
仮
）
震
災

復
興
博
の
時
期

や
あ
り
方
を
懸

念
す
る
議
論
も

出
さ
れ
ま
し
た

が
、
全
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

ご
あ
い
さ
つ 

２
０
１
８
年
６
月

社
会
の
モ
ラ
ル
を
崩
す

　
政
治
で
い
い
ん
で
す
か
？

　「
権
力
は
腐
敗
す
る
。
絶
対
的
権
力

は
絶
対
に
腐
敗
す
る
」
と
英
国
の
歴

史
家
の
格
言
は
、
今
の
日
本
の
政
治

を
的
確
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
森
友
、
加
計
学
園
問
題
で
の
「
ソ

ン
タ
ク
」、
文
書
廃
棄
や
改
ざ
ん
の
ウ

ソ
答
弁
、
官
僚
処
分
で
決
着
し
た
つ

も
り
で
も
、
矛
盾
だ
ら
け
で
疑
惑
の

解
明
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
す
。

　
更
に
、
自
衛
隊
の
日
報
破
棄
の
ウ

ソ
答
弁
、
裁
量
労
働
制
の
デ
ー
タ
を

ね
つ
造
。
ど
れ
か
一
つ
で
も
内
閣
総

辞
職
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　
民
主
主
義
の
根
幹
を
ゆ
が
め
、
お

ご
り
高
ぶ
る
腐
敗
政
権
に
対
し
、
責

任
追
及
を
終
わ
ら
せ
ず
に
早
期
退
陣

を
求
め
、
地
域
か
ら
声
を
あ
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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岩手県議会議員 佐藤ケイ子

ご意見・ご要望等をお聞かせください。今後の政策づくりに生かしてまいります。

平和で明るい社会を子どもたちへ・・・

№６　２０１８年（平成 30年）６月

県
議
会
予
算

　
特
別
委
員
会

（
平
30
年
３
月
議
会
）

　６月議会で一般質問の機会を頂きま
した。ぜひ県議会傍聴に参加をお願いし
ます。
期　　日：６月２９日 （金）
参 加 費：1,500円
13:20江釣子地区交流センター発 ⇒
13:25江釣子パル（簡易郵便局付近） ⇒
高速 ⇒ 14:45啄木・賢治青春館 ⇒
15:30～ 17:30県議会傍聴 ⇒
18:30頃 北上着

お席の準備の都合上、参加連絡をお願いします。
連絡先（事務所） ℡０１９７－７２－７５４８　FAX７２－７５４９

皆さまのご参加をお待ちしております

と　き：平成30年 ７月20日（金）午後６時30分
ところ：江釣子地区交流センター（大ホール）
日　程：午後６時～ 後援会江釣子支部総会（和室）
　　　　午後６時30分～ 県政報告会
　　　　　　　　　　　　納涼パーティー（会費2000円）

県政報告会＆
「納涼パーティー」のご案内

６月 県議会一般質問
傍聴ツアー参加者募集
６月 県議会一般質問
傍聴ツアー参加者募集

　県から毎月３１万円の活動費が交付され、
領収書を添付して精算しました。今後も有効
に使用させて頂きます。

平成29年度
政 務 活 動 費 収 支 報 告

収　　　入
政務活動費
支　　　出
調査研究費
研　修　費
広聴広報紙

要請陳情等活動費
会　議　費
資料購入費
事 務 所 費
事　務　費
人　件　費
合　　　計

　　　　　　（単位：円）
310,000×12か月

各種議員連盟会費
各種研修会参加費、旅費
県議会レポート印刷
郵送費（２回分）
特別支援教育県要望等
議案説明会等の出席旅費
図書、新聞
事務所家賃等（50％）
事務所電話、複写機等（50％）
事務員（50％）

757円を返還しました。

3,720,000

510,452
137,289

1,299,564

3,700
81,620
192,667
469,211
317,540
707,200

3,719,243

１ 

い
わ
て
女
性
活
躍
支
援
強
化
事
業
（
い
わ
て
女
性
活
躍
推
進
員
の
配

置
、女
性
活
躍
企
業
認
定
制
度
の
取
組
を
）

２ 

性
犯
罪
等
被
害
者
支
援
事
業
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ま

な
す
サ
ポ
ー
ト
」の
評
価
と
課
題
は
）

３ 

保
育
の
状
況（
待
機
児
童
と
施
設
整
備
計
画
、保
育
士
確
保
策
を
）

４ 

社
会
的
擁
護
自
立
支
援
事
業
と
里
親
委
託
促
進
事
業

　（
児
童
養
護
施
設
退
所
者
支
援
を
、里
親
委
託
拡
大
方
針
の
課
題
）

５ 

公
的
病
院
へ
の
支
援

　（
北
上
済
生
会
病
院
等
の
政
策
医
療
補
助
、移
転
新
築
補
助
を
）

６ 

三
次
元
設
計
開
発
人
材
育
成
事
業
（
い
わ
て
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

育
成
セ
ン
タ
ー
の
実
績
と
今
後
の
運
営
課
題
）

７ 

も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
推
進（
北
上
駐
在
５
名
の
任
務
と
事
業
費
）

８ 

商
工
業
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金

　（
商
工
会
議
所
の
補
助
金
確
保
を
）

予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
項
目 

（
佐
藤
ケ
イ
子
）

H30年度

　9,533

　2,849

　6,684

H29年度

　9,797

　3,043

　6,754

増　　減

 △264

 △194

  　△70

増 減 率

△2.7%

△6.4%

△1.0%

総　額

　内震災分

　内通常分

当初予算の規模　　　　　　　　　　（億円）

岩手日日　平成 30 年（2018）3 月 13 日

岩手日日　平成 30 年（2018）3 月 2日

岩手日報 平成 30 年（2018）3 月 9日



■
５
月
10
日
〜
11
日

　
自
治
体
議
員
研
修（
東
京
）

▼「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
に
寄
り
添
う
施
策

を
〜
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
全
国
に
」

の
講
座
で
は
、各
県
に
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、被

害
の
声
を
あ
げ
る
人
が
多
く
な
っ
た
が
、
不
十
分

な
セ
ン
タ
ー
運
営
の
例
が
紹
介
さ
れ
た
。本
県
も

チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば…

と
思
い
ま
し
た
。

▼
超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ
る
「
旧
優
生
保
護
法

に
お
け
る
強
制
不
妊
手
術
を

考
え
る
勉
強
会
」
に
地
方
議

員
も
参
加
し
、
各
県
の
情
報

交
換
を
し
ま
し
た
。岩
手
県

で
も
３
６
２
人
の
強
制
不
妊

手
術
が
行
わ
れ
た
と
報
道
も

あ
り
、
市
町
村
を
巻
き
込
ん

だ
問
題
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

■
５
月
18
日
　「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い

北
上
市
民
集
会
」

　
き
た
か
み
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
野
党
各
党
、
各
種

団
体
21
団
体
が
主
催
し
市

民
約
１
５
０
人
が
結
集
し

ま
し
た
。大
雨
の
中
、
森

友
・
加
計
学
園
問
題
、
自

衛
隊
日
報
隠
し
、
セ
ク
ハ

ラ
、
文
書
改
ざ
ん
問
題
な

ど
に
怒
り
の
声
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
集
会
後
は
、太
鼓
や
タ
ン
バ
リ
ン
を
鳴
ら
し「
公

文
書
改
ざ
ん
す
る
な
」「
安
倍
内
閣
早
期
退
陣
」「
９

条
改
悪
許
さ
な
い
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ

げ
、に
ぎ
や
か
に
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

■
５
月
20
日
　「
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
‼

県
民
総
決
起
集
会
」（
盛
岡
）

　
社
民
党
の
吉
川
幹
事

長
が
講
演
し
、
総
理
関
係

者
の
優
遇
の
た
め
に
、
私

的
諮
問
会
議
で
決
定
し
、

中
央
省
庁
は
デ
ー
タ
を

改
ざ
ん
す
る
始
末
。野
党

の
結
束
で
安
倍
政
権
の

暴
走
を
止
め
よ
う
。岩
手

の
野
党
共
闘
を
評
価
し
、

平
和
の
党
・
働
く
者
の
党
と
し
て
社
民
党
の
支

持
拡
大
を
訴
え
ま
し
た
。

■
４
月
21
日
　
連
合
岩
手「
震
災
復
興
＆

ク
ラ
シ
の
ソ
コ
ア
ゲ
」
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム（
盛
岡
）

　「
自
立
」
と
「
心
の
復
興
」

を
つ
な
ぐ
雇
用
を
考
え
よ

う―

を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
達
増

知
事
の
特
別
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。復
興
の
課
題
は

多
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
か
ら
沿
岸
地
区
に
定

着
す
る
若
者
が
以
前
よ
り

増
加
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
名
か
ら「
私
の
提
言
」が
あ
り
、
宮
古
社
協
の
自

立
支
援
事
業
、釜
石
の
釜
援
隊
の
活
動
、三
陸
鉄
道
と

地
域
復
興
の
役
割
な
ど
意
義
深
い
お
話
し
で
し
た
。

　
連
合
の
神
津
会
長
は
、
政
治
の
不
作
為
を
指
摘

し
、
働
く
仲
間
が
連
帯
し
て
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
オ
ー

ル（
み
ん
な
の
た
め
）の
復
興
や
、格
差
是
正
、人
間

ら
し
さ
を
取
り
戻
す
真
の
働
き
方
改
革
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

■
４
月
24
日
　「
県
民
と
県
議
会
と
の

　
意
見
交
換
会
」（
二
戸
地
区
合
庁
）

　
県
議
会
で
は
県
民
と

の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
お
り
、今
回
は
、二

戸
市（
地
域
産
業
振
興
）

と
奥
州
市
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘

致
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　
二
戸
会
場
で
は
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
取

り
組
み
事
例
を
８
名
の

方
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
機
械
製
造
会
社
社

長
、
南
部
せ
ん
べ
い
の

若
社
長
、
ホ
ワ
イ
ト
ア

ス
パ
ラ
の
農
業
者
、
ア

パ
レ
ル
会
社
社
長
、
割

烹
旅
館
の
若
女
将
、
６

次
産
業
化
に
取
組
む
若

者
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
「
う
る
し
び
と
」
の
方
々
が
意
欲
的
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
地
域
資
源
と
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
新
手
法
に
挑

戦
し
、
同
業
者
連
携
や
異
業
種
連
携
で
成
果
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。地
域
が
好
き
だ
、地
域
貢
献
を
し

た
い
、
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
意
欲
的
な
姿
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

■
５
月
20
日

　
西
和
賀
町
消
防
演
習

　
晴
天
の
も
と
、
消
防
団
員
約

３
０
０
名
と
婦
人
消
防
協
力
隊

が
集
合
し
、
消
防
演
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。小
隊
訓
練
や
ド
リ

ル
行
進
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
日

頃
か
ら
訓
練
さ
れ
、ま
た
、中
心
的
に
地
域
活
動
を

担
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
に
感
謝
で
す
。敬
礼
‼

■
５
月
25
日
　
県
政
報
告
会
（
更
木
地
区
）

　
２
月
18
日
に
ホ
テ
ル
シ

テ
イ
プ
ラ
ザ
に
て
県
政
報

告
会
を
開
催
。

　
３
月
29
日
は
和
賀
地
区
、

５
月
25
日
は
更
木
地
区
、

６
月
14
日
飯
豊
地
区
、
６
月

22
日
口
内
地
区
で
意
見
交

換
を
し
て
い
ま
す
。今
後
、

７
月
は
江
釣
子
地
区
と
黒

沢
尻
北
地
区
の
報
告
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
の
う
え
、
地

域
の
声
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

■
５
月
27
日

　
第
38
回
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン

　
公
務
員
ラ
ン
ナ
ー

で
有
名
な
川
内
優
輝

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
に
迎
え
、
北
海

道
や
広
島
県
か
ら
、

91
歳
の
男
性
、
80
歳

の
女
性
も
含
め
て
１
９
０
０
名
以
上
の
皆
さ
ん

が
、新
緑
の
錦
秋
湖
畔
を
疾
走
し
ま
し
た
。ボ
ラ
ン

テ
イ
ァ
や
お
土
産
販
売
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
総

出
で
協
力
し
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

■
５
月
29
日
　
梁
川
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

　
復
興
支
援
道
路
と
し
て
整

備
し
て
い
る
国
道
１
０
７
号

の
梁
川
ト
ン
ネ
ル
（
１
０
２

２
ｍ
）
の
貫
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。工
事
費
は
46
億
円

（
内
ト
ン
ネ
ル
は
30
億
円
）

で
、
平
30
年
度
末
の
完
成
見

込
み
で
す
。急
こ
う
配
や
急

カ
ー
ブ
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

「残業代ゼロ法案」「定額働かせ放題」と批判されている。労働時間の規制がなく残業代等も無し。労働
時間の把握義務が無く労災認定が難しくなる。過労死遺族から抗議の声が上がっている。高度専門職の
基準はあいまい。年収制限は国会を通さず省令で変更できるため一般労働者への拡大が懸念される。

ガイドラインや対象労働者、説明義務、労働者派遣の労使協定方式など補強と確認が必要であるが、十分
な審議が無く、中途半端で不十分。2020年施行だが中小企業は2021年まで遅らせることとなる。

制度の普及促進することを努力義務とし、実効性が疑われ不十分である。ヨーロッパでは、11時間の休息
時間を設けることが義務化されており、日本でも義務化すべき。

時間外労働の限度は月 45時間、年間 360 時間と規定されているが、繁忙期特例として年間 720 時間、
月 100 時間まで容認し過労死ラインまで緩和させるのは問題だ。罰則付き上限規制と言いながら大きな
抜け穴を作っている。

★誰のための「働き方改革」？　【労働者のためは真っ赤なウソ !!】
　過労死やうつ病等の要因になっている長時間労働を是正し、ワークライフバランス（仕事と家庭の両立）を確保し、子どもを産み育てやすい環境をつくる
ことが目的だったはず。しかし、高度プロフェショナル制度（残業代ゼロ）導入は、長時間労働の助長が危惧され、「働かせ方改革」と言われるようになった。

★「働き方改革実現会議」とは？　 【アンバランスな委員構成で結論ありき !!】
　会議のメンバーは安倍首相が議長となり、関係閣僚と経済界の有識者１５名で構成されており、労働者代表は連合会長だけ。「企業にとって柔軟な働かせ
方」「生産性向上」の視点が前面に出ている改革案となった。

★「データ改ざん」？　【原因は官僚の忖度文化？】
　裁量労働制の方が残業時間が少ないという厚労省のデータは異常な数値が２割以上もあり、議論の前提が崩れていることも指摘されている。

ケイ子の 東奔西走日記ケイ子の 東奔西走日記

働き方改革一括法案の課題働き方改革一括法案の課題働き方改革一括法案の課題

課　題　項　目 政　府　案 労 働 団 体 や 野 党 な ど の 主 張

高度プロフェショナル
制度の創設

残業時間の上限規制

勤務時間インターバル
制度

同一労働
同一賃金の導入

年収1075万円以上、
金融デーラー、アナリスト、
研究職など高度な専門職

時間外労働の上限を年720時間、
月100時間未満、
2～6か月平均80時間に設定

終業と始業の間に一定の
休息時間を確保する制度の
普及促進に努める

正社員と非正規社員との
不合理な待遇格差を是正

達増知事の特別講演達増知事の特別講演

口内小学校の
皆さんも参加
口内小学校の
皆さんも参加

そんたく


